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特集 まちの未来を担う新たな町議会がはじまる！

裏表紙のインタビューもご覧ください



植松　英樹
無所属
６期
中土狩区

杉森　賢二
国民民主党
４期
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廣末　美香
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井出　春彦
無所属
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大沼　正明
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４期
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無所属
３期
納米里区

長野　晋治
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３期
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土山　純
無所属
１期
鮎壺区

宮口　嘉隆
無所属
６期
駅上区

下山　和則
無所属
５期

新屋町下区

安田　三津子
無所属
２期
杉原区
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石川　美穂
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まちの未来を担う
　　　新たな町議会がはじまる！
９月７日に町議会議員選挙が行われ、令和 11年９月 22日までを任期とする
新たな議員が決まりました。
また、初議会となった９月定例会初日には、正副議長の選挙や各常任委員長・
議会運営委員長の互選が行われ、長泉町議会の新体制が決まりました。

議　長　宮口　嘉隆
　このたび、第37代議長に就任いたしました。
歴史ある長泉町議会の議長への要職に就くことに
ついて、心より感謝申し上げるとともに、責任の
重さを感じております。
　民意を代表する機関である議会として、住民の
住民による住民のための政治という基本理念を忘
れず、一身を呈して町民の皆様方のご期待に応え
る覚悟で取り組んでまいりますので、より一層の
ご理解とご協力を賜りますよう、よろしくお願い
申し上げます。

副議長　大沼　正明
　このたび、副議長に選任され、身に余る光栄と
この重責を深く認識し、精励研鑽の精神で全力を
尽くして職務にあたらせていただきます。
　議長のもとで、議会が円滑に、公平公正に運営
されますよう邁進し、町の益々の発展とこれから
の繁栄に向けて最大限の努力を傾注してまいりま
す。今後とも町民の皆様、関係各位のより一層の
ご支援とご協力を賜りますよう、よろしくお願い
申し上げます。
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広報広聴常任委員会

委 員 長　福田　　明
副委員長　土山　　純
委　　員　長野　晋治
委　　員　堀内　　浩
委　　員　安田三津子
委　　員　石川　美穂
委　　員　髙田　昌直
委　　員　葊末　美香

議会ながいずみの発行や議会報告会の開催など、町議会の情報発信と
町民からの意見聴取 に関することを担当します。

議会運営委員会

委 員 長　堀内　　浩

副委員長　安田三津子

委　　員　井出　春彦

委　　員　植松　英樹

委　　員　大沼　正明

委　　員　長野　晋治

議会をスムーズに運営するためのルールづくりや会議の日程、進行など に
関することを担当します。

組合議会など
●駿東地区交通災害共済組合議会議員
　宮口　嘉隆

●富士山南東消防組合議会議員
　井出　春彦・植松　英樹

●裾野市長泉町衛生施設組合議会議員
　植松　英樹・下山　和則・杉森　賢二・若林　　徹・石川　美穂

●三島市外五ケ市町箱根山組合議会議員
　大沼　正明

●三島市外三ケ市町箱根山林組合議会議員
　安田三津子
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総務民生常任委員会

委 員 長　石川　美穂

副委員長　髙田　昌直

委　　員　宮口　嘉隆

委　　員　井出　春彦

委　　員　植松　英樹

委　　員　杉森　賢二

委　　員　福田　　明

委　　員　土山　　純

委 員 長　安田三津子

副委員長　若林　　徹

委　　員　下山　和則

委　　員　大沼　正明

委　　員　長野　晋治

委　　員　堀内　　浩

委　　員　小永井康一

委　　員　葊末　美香

財政、税、健康、スポーツ、福祉、介護、防災・防犯など に
関することを担当します。

都市計画、道路、河川、産業、公園、ごみ、環境、子育て、教育など に
関することを担当します。

建設文教常任委員会
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  きっと・ずっと・もっと  「町に寄与してもらえる返礼品を」
ふるさと納税で町に入るはずの税が他の市町に流れて町の税収が減っているのは
残念です。これにより行政サービスが低下するか心配です。もっと長泉町に寄与
してもらえる返礼品を探してもらいたい。（本宿　野口さん親子）

＼議員が取材 People's Voice／

駐輪場整備により�
� 新たに台数確保
長泉なめり駅東口駐輪場改良工事費 
  ９２５万円

長泉なめり駅東口駐輪場の駐輪場区域外への駐
輪を無くし、適切な維持管理に努めるため改修
工事を実施した。

質疑Pick up!  �大幅に改善
問 　工事後の駐輪場区画外への駐輪の状況は。
答 　駐輪場区画外への駐輪が完全に無くなっ
た訳ではないが、改良前の歩行通路への駐輪状
況から見ると大幅に改善されていると認識して
いる。

町の魅力発信で財源確保を

ふるさと納税推進事業費  ６８３万円

町の魅力発信及び財源の確保を図るため町内ゴ
ルフ場及び桃沢野外活動センターの施設利用券
をふるさと納税の返礼品に採用した。

質疑Pick up!  �寄附件数の７割以上が
ゴルフ場

問 　ふるさと納税でゴルフ場での寄附額が多
いとのことだが、返礼品別の金額は。
答 　全体で319件の寄附があり、三島ゴル
フ倶楽部利用券が130件・769万円、富士
エースゴルフ倶楽部利用券が115件・594
万円、桃沢野外活動センター宿泊券が5件・
18万円、福寿猫が２件・２万5, 000円、
夢見猫4件・8万円、長泉ブランド認定品詰め
合わせが3２件・36万円、返礼品なしが31
件・63万２, 000円であった。

令和６年度
寄附件数 319件

ゴルフ場の利用券でふるさと納税を

利用しやすくなった駐輪場

69台長泉なめり駅
東口駐輪可能台数
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ぼくたちの未来、だいじょうぶ？

決算の審議は、前年度の事業成果を
チェックし、未来の予算編成や政策の
改善に生かすとても重要な作業です。
令和６年度は、町の財源確保に向けた
ふるさと納税推進事業や観光推進を図
る下土狩駅周辺案内サイン整備、令和
７年３月から全面開園した鮎壺公園整
備などが進められました。予算の使い
方、事業の進め方は適切か？本号でも
町民の意見にしっかり耳を傾け、まち
の未来につなげていきます 。

ながいずみキッズ、大募集！
◀応募はこちらから

令和６年度決算から

未来を読み解く！

ふるさと納税推進事業費
  ６８３万円

長泉なめり駅東口駐輪場改良工事
  ９２５万円

下土狩駅周辺地区案内サイン整備工事
  １, ５５８万円

長泉小学校東側通用門設置工事
  ６７１万円

議会が注目
期待に見合う成果は出たか

令和６年度決算の詳細は
「広報ながいずみ11月号」へ

きっと・ずっと・もっと
「まずはふるさと納税流出対策を」

まずはふるさと納税流出を減らす対策をし、返礼品に
がんセンターの医療サービスを取り入れるなど様々な
工夫をすることが必要だと思
います。

（下土狩  加藤さんご夫婦）

＼議員が取材 People's Voice／
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  きっと・ずっと・もっと  「学校の安全面・利便性の向上を」
朝の登校班での登校で混雑が緩和されて、安全に通学出来るようになって
よかったと思います。他の学校も安全面や利便性を高めていってほしいです。
 （下土狩　星野さん親子）

＼議員が取材 People's Voice／

早めの診断で�
� 安全な暮らしを
新耐震基準木造住宅耐震診断支援事業費
  ６６万円

昭和56年６月１日から平成12年５月31日まで
に建築された木造住宅の、専門家による耐震診
断に補助金を交付する事業。

質疑Pick up!  �多くの住宅で倒壊の�
可能性があると診断

問 　新耐震基準木造住宅耐震診断支援事業の
診断結果は。
答 　新耐震基準の住宅に対する診断ではより

正確な診断を目的とする精密診断法で２階を含
む建物全体での評価としている。評点1. 0未
満が倒壊の可能性があると判断され、診断され
た1２件中1. 0以上が1件、倒壊の可能性が
高いとされる0. 7未満が5件であった。評点
が高くない要因としては、多くの住宅で壁の配
置バランスが悪いことや、開口部が大きく壁量
の不足によるものだと推察している。

令和６年度
診断件数 12件長泉小学校児童数

（令和７年３月現在）

新たに通用門設置で�
� 安全に登校
長泉小学校東側通用門設置工事 
  ６７１万円

児童登下校時の長泉消防北交差点の混雑を緩和
し、子どもたちの安全確保を図ることを目的に
新たに学校東側に通用門を設置した。

質疑Pick up!  �混雑緩和でより安全に
登下校が可能に

問 　長泉小学校東側通用門設置工事をしたこ
とによる効果は。
答 　新たに学校の東側に通用門を設置したこ

とで、南側歩道の混雑が緩和され、より安全に
児童が登下校できるようになった。なお、町道
から東側通用門までの歩道整備により生じた残
地については、２年生と特別支援学級児童の学
習用の畑として利用している。

1,042人

安全に登下校ができるようになった通用門

早期の診断で災害に強い家に
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  きっと・ずっと・もっと  「豊かで安心な生活を」
相談窓口を設けることで、少し
でも助けが必要な方に支援の手
が届いてほしいです。すべての
人が豊かで安心な生活を送れる
町になることを期待します。
 （下土狩　遠藤さんご夫婦）

＼議員が取材 People's Voice／

令和６年度
観光交流客数

案内サインの設置で�
� 観光を推進
下土狩駅周辺地区案内サイン整備工事 
  １, ５５８万円

来訪者を案内や誘導するためにＪＲ御殿場線下
土狩駅周辺地区に公共サインの整備を行った。

質疑Pick up!  �以前より回遊性が増加
問 案内サインの設置によるまちの状況の変
化及び町民の声は。
答 下土狩駅広場や、鮎壺公園の整備に合わ

せ、三島駅北口から下土狩駅周辺、鮎壺公園等
を案内する歩行者案内誘導サインやジオサイト
誘導サインを設置したことで、来訪者から回遊
性が増したという意見を伺っている。

1,281件令和６年度
相談件数

町民の悩み解決を支援

福祉会館相談室移設工事  ４７９万円

町民の様々な悩みや心配事などの相談に応じ、
福祉ニーズとサービスを結ぶ支援体制として、
民生委員・児童委員や他機関との連携を図りな
がら、総合的に相談業務を行う。

質疑Pick up!  �あらゆる面での悩み�
相談で利用

問 福祉会館相談室の利用用途は。
答 福祉総合相談事業、日常生活自立支援事
業、生活困窮者自立相談事業など、様々な悩み
や心配事などの相談で利用している。

プライベートに配慮した相談室

町の魅力発信のために新設

26万人

約
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同意第 １号 長泉町副町長の選任 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ -

同意第 ２号 長泉町教育委員会委員の任命 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議第 １号 長泉町カスタマーハラスメント防止条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議第 ２号 長泉町個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例
の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議第 ３号 長泉町職員の育児休業等に関する条例及び長泉町職員の勤務
時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議第 ４号 長泉町障害者就労支援施設の設置及び管理に関する条例の一
部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議第 ５号 長泉町スポーツ推進審議会条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議第 ６号 長泉町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議第 ７号 長泉町道路線の認定 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議第 ８号 令和６年度長泉町水道事業会計未処分利益剰余金の処分 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議第 ９号 令和６年度長泉町下水道事業会計未処分利益剰余金の処分 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議第 10 号 令和７年度長泉町一般会計補正予算（第２回） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議第 11 号 令和７年度長泉町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２回） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議第 12 号 令和７年度長泉町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１回） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議第 13 号 令和７年度長泉町介護保険事業特別会計補正予算（第１回） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

認第 １号 令和６年度長泉町一般会計歳入歳出決算の認定 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × -

認第 ２号 令和６年度長泉町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × -

認第 ３号 令和６年度長泉町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × -

認第 ４号 令和６年度長泉町介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × -

認第 ５号 令和６年度長泉町土地取得事業特別会計歳入歳出決算の認定 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

認第 ６号 令和６年度長泉町水道事業会計決算の認定 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

認第 ７号 令和６年度長泉町下水道事業会計決算の認定 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

同意第 ３号 長泉町監査委員の選任 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -
○は賛成、×は反対、議長は議事進行を行うため賛否表明はしません。賛否同数の場合のみ採決に参加します。

を可決23議案
公開します
審議した議案と議員ごとの賛否

傍聴は議場で！スマホで！
「いつでも・だれでも」
議場は役場3階。傍聴したい方は議会ホームページで予定
を確認していただくか、議会事務局にお問合せください。
  （℡０５５－９８９－５５２６）

映像Pick up! 一般会計決算
反対討論
　福田　明 議員
賛成討論
　大沼正明 議員 映像は

１時間８分35秒～

長泉町カスタマーハラスメント防止条例
カスタマーハラスメントを許さないという強い姿勢のもと、町民が
主体となって社会全体でカスタマーハラスメント防止に向けた機運
の醸成及び取組を進めるために、新たに条例を制定。
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きっと・ずっと・もっと
「子どもの健康を守る行政に期待」

上の子どもが来年から小学生になります。給食の量
が気になるので増やしてほしいです。通学路がどう
しても狭く、車通りも多くてそれが気になってます。
子どもの健康を守るような行政に期待します。
 （下土狩　下山さんファミリー）

＼議員が取材 People's Voice／

新型コロナワクチン接種料�
� 流通価格の80％に
新型コロナウイルス予防接種料（歳入） 
  １，００４万円

国の助成金の終了に伴い、ワクチン接種の自己
負担額が増額となるもの。

質疑Pick up!  �令和６年度並みか�
やや下回る見込み

問 　ワクチン接種実績見込および令和７年度
の自己負担額の増額理由と負担額は。
答 　令和6年度並みかやや下回る実績を見込

み、自己負担額の増額は国の助成金の終了に
伴うもの。自己負担額はワクチン流通価格の
80％を基準とし、1万円となる。

様々な視点から�
� 町の行財政運営を健全化
行財政変革推進事業費  ３２万円

町税は微増を続け自主財源は比較的に安定して
いるものの、コロナ禍の感染症対策やふるさと
納税による町税流出等による財政調整基金減少
に伴い行財政運営の改革を行うもの。

質疑Pick up!  �委員構成は有識者と�
企業・団体等推薦者

問 　行財政変革会議のメンバーはどのような
人を想定しているのか。
答 委員は5人。内有識者が3人、企業・団

体等推薦２人で男性3人、女性２人を想定。具
体的には、有識者のうち２人は行財政運営を経
験している大学教授で、残り1人は長泉町総合
計画審議会の会長。企業・団体等推薦２人は町
内に本部がある金融機関で幅広く経営状況を見
ることができる人物、及び町内企業の総務部長
への依頼を予定している。

補正予算
 ＰＩＣＫＵＰ！

国の助成金終了に伴い、自己負担額が増額

1万円新型コロナウイルス
ワクチン接種自己負担額

5人行財政変革メンバー
構成人数

10令和7年9月定例会
長泉町議会だより［ みらいずみ ］No.216



答
弁

町
内
限
定
の
場
合
は
寄
附
が
集
ま
り
に
く
い

答
弁

一
概
に
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
く
認
識
は
な
い

ふ
る
さ
と
納
税

問
　

ふ
る
さ
と
納
税
の
現
状
は
。

答
　

令
和
７
年
９
月
末
現
在
、
25
品

目
76
種
類
の
返
礼
品
で
あ
る
が
新
規

に
５
品
目
13
種
類
を
申
請
し
て
お

り
、
今
後
も
返
礼
品
を
増
や
し
て
い

く
。
人
気
の
あ
る
返
礼
品
は
ア
ウ
ト

ド
ア
メ
ー
カ
ー
の
キ
ャ
ン
プ
焚
火
台

や
イ
ス
、
グ
ラ
ス
、
工
業
団
地
に
あ

る
企
業
の
惣
菜
で
あ
る
。
寄
附
は
３

４
０
件
、
９
２
７
万
５
千
円
。

問
　

町
内
店
舗
の
商
品
券
や
食
事
券

を
返
礼
品
に
。

答
　

商
品
券
を
返
礼
品
に
採
用
す
る

と
、
商
品
券
の
作
成
費
用
や
換
金
費

用
が
発
生
す
る
こ
と
か
ら
考
え
て
い

な
い
。
町
内
飲
食
店
の
食
事
を
返
礼

品
に
採
用
す
る
こ
と
は
他
市
町
で
も

実
施
し
て
お
り
、
店
舗
や
町
の
Ｐ
Ｒ

に
も
繋
が
り
効
果
も
期
待
で
き
る
こ

と
か
ら
、
店
舗
が
希
望
す
る
場
合
に

は
、
ふ
る
さ
と
納
税
中
間
業
者
と
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問
　

保
護
者
の
働
き
方
支
援
の
た
め

登
校
時
間
前
、
朝
の
子
ど
も
の
居
場

所
な
ど
想
い
を
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼

品
に
。

答
　

ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
で
ク
レ
マ
チ
ス
の
丘
再
興

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
で
事
業
費
を

募
っ
て
い
る
が
、
事
業
の
対
象
者
が

町
内
に
限
ら
れ
る
場
合
は
寄
附
が
集

ま
り
に
く
い
状
況
で
あ
り
、
町
外
に

フ
ァ
ン
や
関
係
者
が
い
て
寄
附
が
期

待
で
き
る
事
業
を
選
択
す
る
。

行
財
政
変
革
会
議

問
　

行
財
政
変
革
会
議
の
メ
ン
バ
ー

構
成
と
そ
の
期
間
は
。

答
　

自
治
体
の
行
財
政
運
営
を
熟
知

し
、
行
政
運
営
も
経
験
し
て
い
る
大

学
教
授
な
ど
２
名
、
総
合
計
画
の
後

期
基
本
計
画
の
審
議
会
会
長
を
務
め

た
有
識
者
１
名
、
町
内
民
間
企
業
の

管
理
職
２
名
の
計
５
名
を
考
え
て
い

る
。
２
年
間
で
委
員
の
意
見
を
と
り

ま
と
め
て
、
令
和
９
年
度
以
降
は
、

年
一
回
程
度
会
議
を
開
催
し
、
進
捗

状
況
の
確
認
を
想
定
し
て
い
る
。

問
　

行
財
政
変
革
会
議
に
よ
り
、
行

財
政
運
営
に
関
す
る
分
析
や
評
価
を

踏
ま
え
て
、
他
市
町
と
比
較
し
て
手

厚
い
サ
ー
ビ
ス
や
時
代
に
合
わ
な
い

事
業
の
廃
止
、
見
直
し
で
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
低
下
に
繋
が
る
の
で
は
。

答
　

将
来
に
わ
た
り
、
厳
し
い
行
財

政
運
営
が
想
定
さ
れ
る
中
、
全
て
の

事
業
を
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
見
直
す
こ
と

を
基
本
と
し
て
お
り
、
町
が
提
供
す

る
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
実
施

目
的
、
手
法
が
現
在
の
行
政
ニ
ー
ズ

に
合
っ
て
い
る
の
か
、
費
用
対
効
果

な
ど
の
視
点
で
分
析
、
評
価
を
実
施

す
る
。
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
サ
ー

ビ
ス
の
適
正
化
を
図
り
、
結
果
と
し

て
縮
小
に
な
る
事
業
も
想
定
さ
れ
る

が
、
一
概
に
今
回
の
取
り
組
み
が
行

政
運
営
上
、
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招

く
と
の
認
識
は
な
い
。

子
ど
も
の
朝
の
居
場
所
な
ど
想
い
を
返
礼
品
に

行
財
政
変
革
で
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
は

放課後児童会を登校時間前朝の子どもの居場所に

厳しい財政状況が
想定されるため、
少しでもふるさと
納税で想いを寄附
していただき、住
民生活充実につな
げてはどうか。

安田 三津子議員の視点
まちづくり

13 2025.12.1発行
長泉町議会だより［ みらいずみ ］No.216

町民の関心・議員の視点

一般質問
町のさまざまな課題などについて、議員が
自身の考えや提案も含めて町に考えを聞く
「一般質問」。
議員ごとの視点（着眼点）も見えてきます。

まちづくり
安田議員　子どもの朝の居場所など想いを返礼品に

安田議員　行財政変革で住民サービスの低下は

植松議員　今後の行財政運営に対する認識は

杉森議員　持続可能な財政運営をどう確立するか

くらし
植松議員　ＡＩオンデマンド交通は継続を

小永井議員　美しく暮らしやすいまちづくりを

堀内議員　奨学金返還支援制度創設で定住促進を！

教育
石川議員　厳しい財政状況を見据え事業の方針転換を

安全
堀内議員　公園利用のルールとマナー、周知徹底を

福祉
石川議員　単身高齢者など住宅確保要配慮者への支援を

福田議員　訪問理美容サービス事業の実施を

P.13　

P.13

P.14

P.19

P.14

P.16

P.17

P.15

P.17

P.15

P.18

９月議会では７人が登壇

「あなたはどの視点に共感しますか？」

映像でも
見られます

12令和７年9月定例会
長泉町議会だより［ みらいずみ ］No.216



答
弁

学
校
施
設
整
備
基
本
方
針
の
見
直
し
に
着
手
す
る

答
弁

各
課
と
連
携
し
居
住
支
援
の
更
な
る
充
実
に
努
め
る

物
価
高
騰
が
整
備
に
与
え
る
影
響
は

問
　

旧
不
二
精
機
製
造
所
跡
地
の
土

壌
調
査
や
、
跡
地
の
活
用
方
法
は
。

答
　

土
壌
汚
染
の
恐
れ
の
あ
る
区
域

や
汚
染
物
質
な
ど
を
特
定
す
る
た
め

の
地
歴
調
査
を
実
施
し
、
４
月
か
ら

12
月
に
か
け
採
取
・
分
析
を
進
め
て

い
る
。
土
壌
汚
染
が
あ
っ
た
場
合
に

は
県
の
指
導
に
従
い
対
策
を
講
じ

る
。
跡
地
は
駐
車
場
や
長
泉
消
防
署

に
よ
る
訓
練
場
と
し
て
お
り
今
後
も

近
隣
住
民
等
に
配
慮
し
た
う
え
で
活

用
し
て
い
く
。

問
　

建
て
替
え
予
定
の
長
泉
中
の
整

備
費
は
約
80
億
円
。
物
価
高
騰
に
よ

り
建
設
コ
ス
ト
費
は
大
幅
な
上
昇
が

予
想
さ
れ
る
。
学
校
施
設
整
備
方
針

を
進
め
る
に
あ
た
り
、
整
備
事
業
費

を
抑
え
る
た
め
の
方
針
転
換
や
見
直

し
を
。

答
　

近
年
の
物
価
高
騰
が
大
き
く
影

響
し
、
方
針
策
定
時
よ
り
大
幅
に
上

回
る
と
想
定
さ
れ
、
非
常
に
厳
し
い

財
政
状
況
で
あ
る
。
今
後
、
計
画
的

な
財
源
確
保
、
効
率
的
な
整
備
手
法

な
ど
、
社
会
情
勢
に
適
合
し
た
、
学

校
施
設
整
備
基
本
方
針
の
見
直
し
に

着
手
す
る
。

問
　

国
が
進
め
る
ま
で
そ
の
間
、
給

食
費
無
償
化
へ
の
考
え
は
。

答
　

財
政
的
負
担
が
多
く
、
全
額
国

費
と
し
て
自
治
体
間
格
差
を
な
く
し

た
恒
久
的
な
支
援
が
必
要
と
考
え
て

い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
同
様
給

食
費
無
償
化
の
考
え
は
な
い
。

安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に

問
　

住
宅
確
保
要
配
慮
者
と
呼
ば
れ

る
高
齢
者
や
低
額
所
得
者
、
生
活
困

窮
者
、
ひ
と
り
親
世
帯
、
障
が
い
者

な
ど
今
後
、
増
加
が
見
込
ま
れ
る
居

住
に
不
安
定
な
状
況
に
陥
り
や
す
い

方
の
相
談
ニ
ー
ズ
は
。

答
　

さ
ま
ざ
ま
な
生
活
状
況
の
方
か

ら
生
活
全
般
に
関
す
る
相
談
が
あ

る
。
そ
の
中
で
も
住
ま
い
に
関
す
る

相
談
は
一
定
数
見
ら
れ
、
約
半
数
が

高
齢
者
を
含
む
世
帯
で
あ
り
、
低
家

賃
住
宅
へ
の
転
居
希
望
に
関
す
る

ニ
ー
ズ
が
高
い
。
住
ま
い
に
限
ら
ず

複
数
の
課
題
が
あ
る
場
合
は
、
重
層

的
支
援
担
当
や
関
係
機
関
と
連
携
し

必
要
な
支
援
に
繋
げ
て
い
る
。

問
　

住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
法
が

改
正
さ
れ
、
市
町
村
に
居
住
支
援
協

議
会
の
設
置
が
努
力
義
務
化
さ
れ

た
。
き
め
細
や
か
な
居
住
支
援
体
制

整
備
と
し
て
協
議
会
設
置
の
考
え

は
。

答
　

県
が
設
置
す
る
居
住
支
援
協
議

会
に
加
入
し
県
の
指
定
す
る
居
住
支

援
法
人
を
活
用
し
な
が
ら
必
要
な
支

援
を
行
っ
て
お
り
、
既
存
の
体
制
で

対
応
が
可
能
で
あ
る
。
住
宅
要
配
慮

者
は
将
来
的
に
増
加
が
見
込
ま
れ
て

お
り
、
今
後
も
居
住
の
安
定
に
向
け

建
設
計
画
課
と
福
祉
保
険
課
が
効
果

的
に
連
携
し
、
支
援
の
更
な
る
充
実

に
努
め
る
。

厳
し
い
財
政
状
況
を
見
据
え
事
業
の
方
針
転
換
を

単
身
高
齢
者
な
ど
住
宅
確
保
要
配
慮
者
へ
の
支
援
を

町の管理地となり1年半超、現在解体準備が進んでいる。
未来につなぐ魅力ある学校施設に期待。

物価高騰により想
定を大幅に上回る
整備事業費が想定
される。住民サー
ビスの低下となら
ないよう抜本的な
見直しが必要。

石川 美穂議員の視点
教育

住宅セーフティネット法… 住宅確保要配慮者が安心して賃貸住宅に入居できるよう賃貸住宅の供給を促進するため
の法律。

居住支援協議会… 住宅確保要配慮者が民間賃貸住宅に円滑に入居できるよう自治体、民間業者、居住支援団体など
が連携し住宅情報の提供や生活支援を行う組織。

15 2025.12.1発行
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「あなたはどの視点に共感しますか？」

一般質問

答
弁

地
域
公
共
交
通
協
議
会
で
方
向
性
を
審
議
す
る

答
弁

施
策
の
取
捨
選
択
や
手
法
の
見
直
し
を
的
確
に
行
う

問
　

Ａ
Ｉ
オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
「
Ｓ

Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
Ｂ
Ｏ
Ｘ
」
は
利
便
性
の
良

さ
に
加
え
て
、
今
後
の
可
能
性
を
感

じ
て
い
る
。
運
行
エ
リ
ア
の
拡
充
や

決
済
手
段
を
増
や
し
、
令
和
８
年
度

以
降
も
継
続
し
て
い
く
べ
き
。

答
　

実
証
運
行
で
利
用
者
が
多
い
停

留
所
は
、
乗
車
・
降
車
と
も
に
三
島

駅
北
口
や
楽
寿
園
、
町
内
で
は
下
土

狩
駅
や
長
泉
な
め
り
駅
と
な
っ
て
い

る
。
実
証
運
行
終
了
後
、
地
域
公
共

交
通
協
議
会
で
今
後
の
方
向
性
を
審

議
し
、
国
や
県
の
補
助
金
の
有
無
も

確
認
し
、
本
格
運
行
す
る
場
合
に

は
、
運
行
エ
リ
ア
や
決
済
方
法
な
ど

も
含
め
、
利
便
性
の
向
上
に
向
け
た

検
討
を
し
て
い
く
。

問
　

ス
マ
ホ
操
作
に
不
慣
れ
な
高
齢

者
な
ど
か
ら
は
、
定
時
性
の
バ
ス
や

既
存
タ
ク
シ
ー
の
利
用
を
望
ん
で
い

る
声
も
あ
る
。
限
ら
れ
た
財
源
の

中
、
多
様
化
し
て
い
る
住
民
ニ
ー

ズ
・
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
見
解

は
。

答
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
循
環
線

は
、
１
便
当
た
り
の
利
用
人
数
が
平

均
３
人
と
非
常
に
厳
し
い
状
況
で
あ

り
、
令
和
７
年
12
月
26
日
で
実
証
運

行
を
終
了
す
る
予
定
。
こ
れ
ら
の
状

況
を
踏
ま
え
、
Ａ
Ｉ
オ
ン
デ
マ
ン
ド

交
通
の
実
証
結
果
も
考
慮
し
、
限
ら

れ
た
財
源
の
中
で
、
住
民
の
移
動

ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
最
適
な
公
共
交
通

サ
ー
ビ
ス
の
組
み
合
わ
せ
を
地
域
公

共
交
通
協
議
会
で
検
討
し
て
い
く
。

問
　

行
財
政
運
営
に
対
す
る
見
解
や

方
針
は
。

答
　

近
年
、
人
件
費
や
社
会
保
障
経

費
の
増
大
な
ど
、
国
の
制
度
運
用
の

外
的
要
因
に
よ
る
歳
出
増
に
加
え
、

普
通
交
付
税
の
不
交
付
団
体
で
あ
る

こ
と
に
よ
り
、
町
財
政
へ
大
き
な
負

担
が
生
じ
、
財
政
調
整
基
金
で
補
っ

て
い
る
状
況
で
あ
る
。
こ
の
状
況
は

今
後
も
継
続
さ
れ
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
、「
今
ま
で
通
り
」
と
い
っ
た
安

易
な
認
識
は
捨
て
、
こ
れ
か
ら
の
町

の
財
政
状
況
に
見
合
っ
た
新
た
な
行

財
政
運
営
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
認

識
し
て
い
る
。

問
　

必
要
な
財
源
確
保
の
た
め
に
、

公
共
財
産
の
整
理
も
選
択
肢
に
な
る

の
で
は
。

答
　

公
共
財
産
の
必
要
性
の
再
検
証

を
行
い
、
不
要
な
財
産
は
売
却
な
ど

に
よ
り
処
分
し
て
い
く
方
針
で
あ
る
。

問
「
行
財
政
変
革
会
議
」
を
設
置

し
、
リ
フ
ォ
ー
ム
と
い
っ
た
改
革
で

は
な
く
、
ゼ
ロ
か
ら
作
り
上
げ
る
変

革
を
す
べ
き
と
の
思
い
の
中
に
あ
る

今
後
の
町
政
運
営
へ
の
認
識
は
。

答
　

現
在
実
施
し
て
い
る
施
策
を
一

度
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
に
し
て
、
前
例
踏
襲

で
は
な
く
、
改
め
て
現
在
の
社
会
情

勢
や
行
政
ニ
ー
ズ
に
合
致
し
た
も
の

な
の
か
と
い
う
視
点
に
立
ち
、
真
に

必
要
な
施
策
の
取
捨
選
択
や
手
法
の

見
直
し
を
的
確
に
行
う
べ
き
。
こ
の

よ
う
な
考
え
方
を
ベ
ー
ス
に
、
戦
略

的
・
経
営
的
な
行
財
政
運
営
を
展
開

し
て
い
き
た
い
。

Ａ
Ｉ
オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
は
継
続
を

今
後
の
行
財
政
運
営
に
対
す
る
認
識
は

好評な住民の足「SPICE BOX」

AIオンデマンド交
通「SPICE BOX」
は利便性が良いた
め、決済手段を増
やし、令和８年度
以降も継続してい
くべきだ。

植松 英樹議員の視点
くらし
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答
弁

住
民
の
良
識
を
尊
重
し
、
幅
広
い
世
代
に
呼
び
掛
け
る

答
弁

県
と
協
調
し
令
和
８
年
４
月
の
施
行
を
目
指
す

問
　

公
園
は
、
地
域
住
民
の
憩
い
の

場
で
あ
り
、
自
由
に
利
用
で
き
る
事

は
理
解
で
き
る
。
利
用
に
関
す
る

ル
ー
ル
と
そ
の
周
知
方
法
は
。

答
　「
他
人
に
危
害
又
は
迷
惑
を
及

ぼ
す
恐
れ
の
あ
る
行
為
」
を
禁
止
し

て
い
る
。
公
園
に
設
置
し
た
「
公
園

の
利
用
に
つ
い
て
の
お
願
い
」
の
看

板
や
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
利
用

者
に
対
し
て
周
知
す
る
と
と
も
に
、

周
辺
地
域
の
理
解
を
得
な
が
ら
安
全

か
つ
快
適
な
利
用
に
配
慮
し
て
い
る
。

問
　

公
園
周
辺
の
住
民
と
利
用
者
と

の
ト
ラ
ブ
ル
が
散
見
さ
れ
る
。
自
由

に
そ
し
て
快
適
に
利
用
で
き
る
公
園

に
は
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
が
あ
り
、
さ

ら
に
周
辺
住
民
の
理
解
が
欠
か
せ
な

い
。
周
知
の
徹
底
が
必
要
で
あ
る
。

答
　

近
隣
住
民
か
ら
の
通
報
で
、
口

頭
で
注
意
す
る
ケ
ー
ス
や
、
禁
止
事

項
の
理
解
不
足
に
よ
る
迷
惑
行
為
な

ど
、
ル
ー
ル
を
「
知
ら
な
い
・
守
ら

な
い
」
利
用
者
が
お
り
、
止
む
を
得

ず
禁
止
看
板
を
設
置
し
た
ケ
ー
ス
も

あ
る
が
、
安
易
に
禁
止
事
項
を
増
や

す
の
で
は
な
く
、
利
用
者
の
良
識
を

尊
重
し
、
自
由
に
利
用
し
て
い
た
だ

き
た
い
。
今
後
も
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー

は
、
広
報
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
幅
広
い

世
代
に
呼
び
掛
け
て
い
く
。
小
中
学

校
で
は
、
引
き
続
き
、
授
業
や
学
級

活
動
の
時
間
を
活
用
し
な
が
ら
自
分

事
と
し
て
考
え
ら
れ
る
工
夫
を
講

じ
、
規
範
意
識
を
高
め
た
い
。

問
　

奨
学
金
の
返
済
を
し
な
が
ら
働

く
若
い
世
代
の
負
担
軽
減
と
県
内
及

び
町
内
企
業
の
人
材
確
保
と
定
住
促

進
を
目
的
と
し
た
、
奨
学
金
返
還
支

援
制
度
を
県
が
開
始
し
た
。
こ
の
制

度
は
、
県
・
市
町
・
企
業
の
三
者
が

連
携
し
て
行
う
こ
と
か
ら
、
市
町
の

参
画
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
導
入
の

考
え
は
。

答
　

県
は
令
和
７
年
10
月
か
ら
こ
の

制
度
を
開
始
し
て
い
る
。
町
が
県
の

制
度
と
連
携
す
る
こ
と
で
、
財
源
の

確
保
や
情
報
発
信
に
よ
る
周
知
な
ど

中
小
企
業
の
雇
用
促
進
や
若
者
の

負
担
軽
減
に
繋
が
る
有
効
な
手
段
で

あ
る
。
既
に
県
と
協
調
補
助
す
る
形

で
、
令
和
８
年
４
月
の
施
行
を
目
指

し
、
要
綱
等
の
整
備
を
進
め
て
い
る
。

高
齢
者
の
終
活
不
安
解
消
を
！

問
　

単
身
高
齢
者
や
身
寄
り
の
な
い

高
齢
者
の
終
活
へ
の
不
安
を
解
消
す

る
た
め
、
国
は
モ
デ
ル
事
業
を
公
的

支
援
で
行
っ
て
い
る
。
こ
の
先
超
高

齢
化
社
会
が
予
想
さ
れ
る
中
、
早
急

な
体
系
整
備
が
必
要
と
な
る
が
。

答
　

今
後
、
緊
急
時
の
連
絡
先
や
エ

ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
保
管
場
所
の
登

録
制
度
を
整
え
て
い
く
ほ
か
身
元
保

証
や
死
後
の
事
務
委
任
の
手
続
き
な

ど
、
関
係
機
関
や
民
間
事
業
者
と
連

携
し
た
、
終
活
支
援
の
体
系
化
に
向

け
た
研
究
も
進
め
て
い
く
。

◇
そ
の
他
の
質
問
◇

　
ラ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
導
入
を
。

公
園
利
用
の
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
、
周
知
徹
底
を

奨
学
金
返
還
支
援
制
度
創
設
で
定
住
促
進
を
！

公園にもルールやマナーがあります。

住みたい町、住ん
で良かったと思え
る、魅力ある街づ
くり。すべての世
代に向けた取り組
みが求められるの
では。

堀内 浩議員の視点
安全

ラーケーション…子どもと保護者が学校外での体験や学びを目的とした休暇を取得すること。
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「あなたはどの視点に共感しますか？」

一般質問

答
弁

自
治
会
と
担
当
部
署
と
の
連
携
を
取
っ
て
い
く

問
　

路
面
標
示
や
雑
草
の
繁
茂
な
ど

一
斉
点
検
し
て
補
修
す
る
考
え
は
。

答
　

現
状
で
は
自
治
会
か
ら
の
要
望

や
、
現
地
調
査
の
結
果
に
基
づ
き
、

速
や
か
な
修
繕
を
実
施
し
て
い
る
。

国
道
や
県
道
の
対
応
は
沼
津
河
川
国

道
事
務
所
沼
津
国
道
維
持
出
張
所

や
、
沼
津
土
木
事
務
所
に
、
交
通
規

制
に
係
る
停
止
線
や
横
断
歩
道
な
ど

の
安
全
施
設
の
対
応
は
裾
野
警
察
署

に
依
頼
し
て
い
る
。
一
斉
点
検
で
は

な
く
、
今
後
も
、
地
域
の
状
況
を
理

解
し
て
い
る
自
治
会
の
要
望
や
担
当

部
署
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
、
状
態

を
的
確
に
把
握
し
て
い
く
。

　「
生
活
空
間
満
足
度
向
上
事
業
」

に
お
い
て
、
モ
デ
ル
地
区
内
の
自
治

会
と
町
職
員
が
町
内
の
危
険
箇
所
な

ど
を
巡
回
し
、
危
険
回
避
に
向
け
た

取
り
組
み
を
協
働
で
進
め
て
い
る
。

ま
た
、
毎
月
第
一
日
曜
日
の
「
清
掃

の
日
」
に
自
宅
周
辺
の
清
掃
活
動
に

加
え
、
道
路
や
水
路
の
草
木
な
ど
の

除
去
を
実
施
し
て
い
た
だ
く
な
ど
、

既
に
地
域
住
民
と
の
協
働
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
の
意
識
の
醸
成
を
進
め
て

い
る
。

体
が
弱
い
人
へ
の
配
慮
を

問
　

町
の
施
設
計
画
に
は
身
体
障
が

い
者
や
高
齢
者
な
ど
の
、
体
の
弱
い

人
の
意
見
を
直
接
取
り
入
れ
て
い
る

の
か
。

答
　

静
岡
県
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
条

例
に
基
づ
い
て
、
日
常
生
活
や
社
会

生
活
に
身
体
の
機
能
上
の
制
限
を
受

け
る
方
に
配
慮
し
た
公
共
施
設
の
整

備
を
推
進
し
て
い
る
。
個
人
的
な
意

向
や
偏
っ
た
見
解
に
よ
る
整
備
に
な

ら
な
い
よ
う
、
福
祉
団
体
や
社
会
福

祉
施
設
、
医
療
機
関
の
代
表
者
な
ど

で
組
織
す
る
「
福
祉
施
策
推
進
・
評

価
委
員
会
」
で
様
々
な
意
見
を
頂
い

て
審
議
し
て
い
る
。
す
べ
て
の
人
が

満
足
す
る
施
設
整
備
は
難
し
い
と
考

え
る
。

問
　

施
設
を
改
修
し
た
例
は
。

答
　

時
代
の
流
れ
と
と
も
に
基
準
が

変
化
し
て
い
る
。
整
備
時
期
が
古
い

町
内
施
設
の
手
す
り
や
ス
ロ
ー
プ
の

設
置
を
進
め
て
き
た
。
近
年
は
歩
道

の
段
差
解
消
や
拡
幅
な
ど
も
実
施
し

て
い
る
。

問
　

散
歩
す
る
高
齢
者
が
休
憩
す
る

ベ
ン
チ
を
増
や
す
考
え
は
。

答
　

町
内
に
は
中
土
狩
竹
原
線
に
17

箇
所
28
基
、
下
土
狩
文
教
線
に
は
９

箇
所
20
基
の
ベ
ン
チ
を
設
置
し
て
い

る
。
今
後
も
国
、
県
が
管
理
す
る
路

線
な
ど
を
含
め
、
必
要
性
や
地
域
の

要
望
を
踏
ま
え
、
設
置
の
環
境
が
整

え
ば
対
応
し
て
い
き
た
い
。

問
　

公
共
施
設
ト
イ
レ
の
ド
ア
フ
ッ

ク
位
置
が
、
背
が
低
い
人
に
は
高
す

ぎ
る
と
町
民
か
ら
指
摘
が
あ
っ
た
。

こ
の
対
応
は
。

答
　

最
近
鮎
壺
テ
ラ
ス
内
の
ト
イ
レ

な
ど
で
は
、
便
器
の
背
も
た
れ
後
方

や
ペ
ー
パ
ー
ホ
ル
ダ
ー
上
部
に
荷
物

置
き
場
を
設
置
し
て
い
る
例
も
あ

る
。
今
後
、
公
共
施
設
の
新
設
や
改

修
す
る
場
合
に
は
、
可
能
な
限
り
利

用
し
や
す
い
ト
イ
レ
と
な
る
よ
う
配

慮
し
て
い
く
。
既
設
の
ト
イ
レ
は
状

況
を
確
認
し
、
必
要
で
あ
れ
ば
対
応

す
る
。

美
し
く
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を

ベンチ増設で高齢者が歩きやすい歩行空間を

町内の隅々まで政
治の目が行き届く
ことが、まちづく
りでは重要だ。長
泉町を日本一美し
い町に。

小永井 康一議員の視点
くらし
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答
弁

抜
本
的
見
直
し
を
各
所
属
で
取
り
組
ん
で
い
く

町
財
政
の
健
全
化
を

問
　

財
政
調
整
基
金
の
適
正
水
準

と
、
今
後
の
見
通
し
は
。
ま
た
、
歳

出
の
効
率
化
や
、
事
業
優
先
度
の
見

直
し
な
ど
、
財
政
健
全
化
に
向
け
た

具
体
的
な
取
り
組
み
は
。

答
　

財
政
調
整
基
金
の
残
高
は
、
標

準
財
政
規
模
の
20
％
程
度
で
あ
る
20

億
円
を
確
保
し
て
い
き
た
い
。
但

し
、
大
き
な
変
化
が
な
い
平
常
時
の

想
定
で
あ
り
、
昨
今
は
主
に
外
的
要

因
に
よ
り
、
急
激
に
財
政
調
整
基
金

の
残
高
が
減
少
し
、
当
町
と
同
様
に

財
政
力
指
数
が
高
い
自
治
体
で
こ
の

よ
う
な
事
態
が
起
こ
っ
て
い
る
こ
と

が
問
題
と
考
え
て
い
る
。
今
後
の
見

通
し
は
、
近
年
の
人
件
費
や
物
価
の

高
騰
に
対
す
る
国
の
対
応
で
あ
る
交

付
税
措
置
で
、
不
交
付
団
体
で
あ
る

こ
と
か
ら
結
果
的
に
そ
の
恩
恵
を
受

け
る
こ
と
が
出
来
な
い
状
況
で
、
自

主
財
源
は
ほ
ぼ
従
来
の
水
準
を
維
持

で
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
行
財
政
変

革
会
議
を
新
た
に
実
施
し
、
他
市
町

と
比
較
し
て
手
厚
い
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
必
要
性
の
再
検
証
や
、
時
代
に
即

さ
な
い
事
業
の
有
無
を
確
認
す
る
こ

と
で
、
行
財
政
運
営
の
変
革
を
進

め
、
財
政
調
整
基
金
残
高
の
維
持
に

努
め
た
い
。

問
　

中
期
的
な
財
政
運
営
の
方
針
と

財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
考
え
は
。

答
　

今
後
の
財
政
運
営
方
針
は
、
町

の
財
政
状
況
に
見
合
っ
た
行
政
運
営

が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
認
識
し
て
お

り
、
来
年
度
の
予
算
編
成
に
向
け
て

見
直
し
可
能
な
事
業
の
洗
い
出
し
を

し
て
い
く
と
共
に
、
長
期
的
視
点
も

踏
ま
え
た
全
事
業
の
抜
本
的
見
直
し

を
各
所
属
に
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

地
域
産
業
の
活
性
化
を

問
　

地
域
企
業
の
育
成
や
支
援
、
新

た
な
企
業
誘
致
の
方
向
性
は
。ま
た
、

産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
の
明
確
化
と
地
域

の
特
性
を
生
か
し
た
取
り
組
み
を
。

答
　

町
で
は
商
工
会
、
コ
ワ
ー
キ
ン

グ
ス
ペ
ー
ス
な
ど
の
関
連
団
体
と
連

携
し
、
地
域
企
業
を
対
象
と
し
た
セ

ミ
ナ
ー
の
開
催
や
、
起
業
創
業
事

業
、
新
産
業
の
創
出
に
向
け
て
育

成
、
支
援
を
行
っ
て
い
る
と
と
も
に

当
町
で
起
業
す
る
方
の
ニ
ー
ズ
に
合

わ
せ
た
取
り
組
み
を
研
究
し
て
い
き

た
い
。
今
後
、
社
会
情
勢
や
Ｉ
Ｔ
企

業
な
ど
か
ら
の
ニ
ー
ズ
の
掘
り
起
こ

し
を
行
う
な
ど
調
査
研
究
を
進
め
て

い
く
。
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
の
明
確

化
、
地
域
の
特
性
を
踏
ま
え
た
企
業

誘
致
の
方
向
性
は
、
県
が
主
体
と

な
っ
て
取
り
組
む
「
ふ
じ
の
く
に
先

端
医
療
総
合
特
区
」、「
ふ
じ
の
く
に

の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
を
拓
く
取
組
」
と

し
て
、
町
域
に
２
つ
の
総
合
特
区
を

も
つ
地
域
性
を
有
し
て
い
る
。
い
ず

れ
も
目
的
が
明
確
に
な
っ
て
い
る
た

め
、
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
企
業

誘
致
を
進
め
て
い
く
。

問
　

町
内
で
生
ま
れ
た
経
済
が
町
内

で
循
環
す
る
仕
組
み
を
。

答
　

商
工
会
の
会
員
数
が
増
加
す
る

中
、
会
員
の
業
種
も
多
業
種
で
あ
る

た
め
、
会
員
間
マ
ッ
チ
ン
グ
に
よ

り
、
町
内
経
済
の
循
環
に
つ
な
が
る

可
能
性
が
大
い
に
あ
る
と
期
待
さ
れ

る
。
持
続
可
能
と
な
る
町
内
の
経
済

活
動
の
活
性
化
に
向
け
た
様
々
な
仕

組
み
を
つ
く
り
、
定
例
会
を
通
じ
て

提
案
し
意
見
交
換
を
図
っ
て
い
く
。

持
続
可
能
な
財
政
運
営
を
ど
う
確
立
す
る
か

商工会と連携した起業創業支援の創業スクール

地域内循環を強化 
するための具体的
なビジョンを掲げ、 
その仕組みづくり
をし、あらゆる企
業や団体、民間と
情報共有の場を。

杉森 賢二議員の視点
まちづくり

19 2025.12.1発行
長泉町議会だより［ みらいずみ ］No.216

「あなたはどの視点に共感しますか？」

一般質問

答
弁

現
時
点
で
は
助
成
を
考
え
て
い
な
い

高
齢
者
へ
の
助
成
制
度
を

問
　

当
町
で
も
訪
問
理
美
容
の
サ
ー

ビ
ス
に
対
す
る
助
成
を
実
施
で
き
な

い
か
。

答
　

自
宅
や
介
護
施
設
で
理
美
容

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
方
も
い

る
。
現
在
、
介
護
給
付
費
や
生
活
支

援
費
な
ど
が
増
加
し
て
お
り
、
介
護

保
険
料
な
ど
の
有
効
活
用
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
高
齢
者
の
ニ
ー
ズ
や
費

用
対
効
果
の
高
い
介
護
予
防
や
生
活

支
援
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
充
実
さ
せ
る

た
め
、
各
種
サ
ー
ビ
ス
の
取
捨
選
択

を
的
確
に
行
い
事
業
を
実
施
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
時
点

で
は
理
美
容
サ
ー
ビ
ス
へ
の
助
成
は

考
え
て
い
な
い
。

問
　

高
齢
者
の
肺
炎
な
ど
の
呼
吸
器

感
染
症
予
防
の
た
め
、
高
齢
者
向
け

の
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

助
成
制
度
の
導
入
を
。

答
　

高
齢
者
向
け
の
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、
国
の
「
厚
生
科

学
審
議
会
予
防
接
種
・
ワ
ク
チ
ン
分

科
会
」
に
お
い
て
定
期
接
種
化
に
向

け
た
審
議
を
開
始
し
て
い
る
。
罹
患

に
よ
る
重
症
化
や
死
亡
率
な
ど
の
疾

病
負
荷
、
ワ
ク
チ
ン
の
安
全
性
や
有

効
性
な
ど
が
議
論
さ
れ
て
い
る
段
階

で
あ
る
た
め
、
そ
の
動
向
を
注
視
し

て
お
り
、
助
成
制
度
の
導
入
は
考
え

て
い
な
い
。

投
票
率
の
向
上

問
　

令
和
７
年
の
参
議
院
選
挙
と
町

議
会
議
員
選
挙
の
投
票
率
の
分
析
と

特
徴
は
。

答
　

参
議
院
選
挙
の
投
票
率
は

64
％
、
町
議
会
議
員
選
挙
は
44
・

６
％
に
な
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
の
選

挙
に
お
い
て
も
、
10
代
及
び
20
代
の

若
年
層
の
投
票
率
が
、
他
の
年
代
と

比
較
し
て
低
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
参
議
院
選
挙
に
つ
い
て

は
、
前
回
、
令
和
４
年
よ
り
も
投
票

率
が
７
％
上
昇
す
る
な
ど
70
才
以
上

を
除
く
各
年
代
で
投
票
率
が
向
上
し

て
い
る
。
一
方
で
参
議
院
選
挙
と
町

議
会
議
員
選
挙
の
投
票
率
を
比
較
す

る
と
、
最
も
下
が
っ
た
の
が
30
代
で

29
・
７
％
下
落
す
る
な
ど
20
代
か
ら

50
代
で
20
％
以
上
低
下
し
て
い
る
。

問
　

移
動
期
日
前
投
票
所
の
状
況

は
。答

　

令
和
７
年
の
２
つ
の
選
挙
に
お

い
て
試
行
的
に
実
施
し
た
。
対
象
地

域
は
、
投
票
所
が
遠
方
に
な
っ
て
い

る
駿
河
平
区
で
、
公
民
館
を
借
用
し

て
期
日
前
投
票
期
間
中
の
一
日
を
対

象
に
、
午
前
10
時
か
ら
12
時
、
午
後

５
時
か
ら
７
時
の
時
間
帯
で
行
っ

た
。
投
票
率
と
し
て
は
、
参
議
院
選

挙
が
15
・
９
％
、
町
議
会
議
員
選
挙

は
13
・
４
％
の
結
果
だ
っ
た
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度

問
　

住
生
活
向
上
と
町
内
建
設
振
興

の
観
点
か
ら
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度

の
創
設
を
。

答
　

既
に
緊
急
対
策
と
し
て
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
に
対
す
る
事
業
支
援
を

行
っ
た
経
緯
は
あ
る
。
現
在
、
環

境
・
防
災
対
策
な
ど
目
的
を
持
っ
た

補
助
制
度
を
創
設
し
て
い
る
た
め
、

個
人
が
所
有
す
る
財
産
価
値
を
高

め
る
こ
と
が
専
ら
で
あ
る
、
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
を
創
設
す
る
考

え
は
な
い
。

訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
実
施
を

ヘアーサロンでの散髪を自宅で

在宅生活の高齢者 
に衛生面・身だし 
なみを整える機会 
をつくり、他市町
ではすでに実施し
ている理美容サ
ービスの実現を。

福田 明議員の視点
福祉

18令和７年9月定例会
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〇に入る文字と、住所・氏名・年齢・電話番号、
議会だよりへの感想を書いて、❶❷❸いずれか
でお送りください。
❶はがき　〒411-8668　長泉町中土狩828番地
　　　　　長泉町議会　広報広聴常任委員会宛

❷ FAX 
　 055-986-5905

ふるさと納税で長泉の
特産物の魅力がもっ
ともっと広がってほ
しいなと思いました。�
� （40代）

長泉町議会の細かい考
えが伝わるものでし
た。未来に向けた取り
組みや、町全体をよく
していくための考えが

　　　　　　　伝わりました。（20代）

11月定例会は
12月10日（水）まで開会予定 長泉町議会

発行：静岡県駿東郡長泉町議会
（発行責任者　議長　宮口嘉隆）
〒411-8668
静岡県駿東郡長泉町中土狩 828
TEL.055-989-5526
FAX.055-986-5905
gikai@town.nagaizumi.lg.jp

編集：広報広聴常任委員会
委員長 福田　　明
副委員長 土山　　純
委　員 長野　晋治・堀内　　浩
　　　 安田三津子・石川　美穂
　　　 髙田　昌直・葊末　美香

Editor’s note
きっと・ずっと・もっと
日に日に寒さを感じる季節となり
ました。寒さ対策の準備は大丈夫
でしょうか。議会は改選により新
しい体制になりました。広報委員
会も新しい議員が加わりました。
これまでの議会広報とは違った目
線が見られるかもしれません。
ご期待ください。  （堀内　浩）

高齢者や視覚の弱い方にも配慮した
ユニバーサルデザインフォントを�
使用しています

▲議会だよりがアプリで読める！
　「マチイロ」で検索

No.216
2 0 2 5 . 1 2 . 1
（令和７年９月定例会）

議会のこと、届けます

フォローはこちらから
Instagram Facebook

Instagram・Facebook
やっています

前日雨天から一転、秋晴れの下コミュニティながいずみで開催された学びの
秋フェス。キッチンカーも出店するなど下土狩駅前広場整備事業により活性
化したことを実感。� （取材…安田議員・土山議員）

Gikai-voice

❸応募
　フォーム

ヒント… 令和２年７月にリニューアル。サウナに
焚火、BBQやハンモック、ソロキャンプ
から団体まで楽しめるアウトドア複合施
設です。

「〇沢野外活動センター」

締切は12/31（水）消印有効
※当選は商品の発送をもってかえさせていただきます

◆前回のこたえは 鮎 壺公園でした。
　（応募 123通・正解 123通）

わたしも一言
読んだ・わかった・考えた 議会だよりNo.215「わが町たんけんクイズ」

への応募は 123 件で、議会だよりへの感想や町
への「ひと言」も多数いただきました。
皆さんは、どう考えますか？

ふるさと
納税

長泉町を
応援

154 回目！

きっと・ずっと・もっと！わが町 "発見 "クイズ

No.215 は
こちらから読めます

水口さんファミリー
� （下土狩）

コミュニティながいずみにて、親子で参加してキッズフリマを見たりして
楽しみました。スーパーや駅へ徒歩で行ける長泉町はとても住みやす
い街です。小児科が１つしかないのでもっとあればうれしいです。

＼議員が取材／
今号の表紙のひと
interview

学びの秋
フェス 編


